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寒
く
な
っ
た
こ
の
季
節
、
明
け
方
に
突
然
ふ
く

ら
は
ぎ
に
走
る
激
痛
で
、
飛
び
起
き
た
と
い
う
お

話
を
聞
く
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。「
こ
む
ら
返
り

（
足
が
つ
る
）」
で
す
。「
運
動
不
足
か
な
？
」「
た

だ
の
筋
肉
疲
労
だ
ろ
う
」
と
軽
く
考
え
が
ち
で
す

が
、
実
は
こ
の
時
期
に
増
え
る
こ
む
ら
返
り
に
は
、

季
節
特
有
の
深
い
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
冬
の
明
け
方
に
起
こ
る
の
か
？

　

最
大
の
原
因
は
「
冷
え
」
と
「
隠
れ
脱
水
」
の

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
す
。 

私
た
ち
の
筋
肉
は
、
ゴ
ム
の

よ
う
な
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
温
か
け
れ
ば
柔

軟
に
伸
び
縮
み
し
ま
す
が
、
冷
え
る
と
硬
く
な
り
、

急
な
動
き
に
対
応
で
き
ず
に
断
裂
し
そ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
筋
肉
が
ギ
ュ
ッ
と
異

常
収
縮
を
起
こ
す
の
が
、
こ
む
ら
返
り
の
正
体
で

す
。 

特
に
明
け
方
は
気
温
が
最
も
下
が
る
時
間
帯
。

さ
ら
に
、
寝
て
い
る
間
に
は
コ
ッ
プ
1
杯
分
の
汗

を
か
き
ま
す
。
冬
は
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
た

め
、
水
分
補
給
を
怠
っ
た
ま
ま
就
寝
し
、
明
け
方

に
は
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
の
「
脱
水
状
態
」
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

東
洋
医
学
か
ら
見
た
「
足
が
つ
る
」
サ
イ
ン

　

東
洋
医
学
で
は
、「
肝
（
か
ん
）
は
筋
（
す
じ
）

を
司
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
の「
肝
」は
、

肝
臓
の
働
き
に
加
え
、
自
律
神
経
や
血
液
の
貯
蔵

庫
と
し
て
の
役
割
を
指
し
ま
す
。
忙
し
さ
や
ス
ト

レ
ス
で
「
肝
」
が
疲
弊
す
る
と
、
筋
肉
に
十
分
な

血
液
（
栄
養
）
が
届
か
な
く
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、

冬
は
「
腎
（
じ
ん
）」
が
弱
り
や
す
い
季
節
。「
腎
」

は
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
水
分
代
謝
を
管
理
し
て
い

ま
す
。 

つ
ま
り
、
頻
繁
に
足
が
つ
る
と
い
う
こ
と
は
、
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「こむら返り」の原因と対策
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「
寒
さ
と
忙
し
さ
で
、
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
潤
い
が
枯
渇
し
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
、

体
か
ら
の
緊
急S

O
S

な
の
で
す
。

　

今
日
か
ら
で
き
る
「
3
つ
の
予
防
習
慣
」

1. 

足
首
を
動
か
す
ふ
く
ら
は
ぎ
や
、
す

ね
の
筋
肉
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
て
、
筋
膜
の
滑
走
を
高
め
ま

し
ょ
う
。
余
裕
が
あ
れ
ば
、
股
関
節
や
上

半
身
の
ケ
ア
も
有
効
で
す
。

２. 「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
」
補
給 

筋
肉
の
収

縮
を
調
整
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
「
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
」
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
夕
食
に
納
豆
、

豆
腐
、
海
藻
類
を
取
り
入
れ
た
り
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
経
皮
吸
収
が

で
き
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ク
リ
ー
ム
が
お
す

す
め
で
す
。

３. 「
頭
寒
足
熱
」
で
就
寝 

足
首
に
は
「
三

陰
交
（
さ
ん
い
ん
こ
う
）」
と
い
う
冷
え

に
効
く
万
能
ツ
ボ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

お
灸
を
し
た
り
、
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
で

覆
う
だ
け
で
、
全
身
の
血
流
が
変
わ
り
ま

す
。

４. 

寝
る
直
前
の
コ
ッ
プ
半
分
の
白
湯 

ト

イ
レ
が
近
く
な
る
の
を
懸
念
し
て
水
分
を

控
え
る
方
が
い
ま
す
が
、
ド
ロ
ド
ロ
血
液

は
こ
む
ら
返
り
の
敵
。
コ
ッ
プ
半
分
〜
１

杯
程
度
の
温
か
い
白
湯
を
飲
ん
で
、
筋
肉

に
潤
い
を
与
え
て
か
ら
休
み
ま
し
ょ
う
。
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～ファシア、ハイドロリリース、鍼、栄養、むち打ち症を例に～

時代が求める東西医学の融合と発展

オンライン開催総合診療医
小林 只

小林先生は、総合診療医として、地域医療に関わ
りながら、全身を包むファシアに様々な病や痛み
の原因がある、整形外科だけでは様々な痛みに対
応が不十分と考え、「整形内科」を提唱し、活動
をされています。
西洋医学と東洋医学の融合や、痛みと栄養の話な
ど、一般の方にも聴いていただきたい内容です。
詳しくはプロモーション動画をご覧ください。

【塗るミネラル！「マグバーム」のご紹介】

こむら返りの大きな原因である「マグネシウム不足」。 食事
で補うのが難しいこのミネラルを、皮膚から直接チャージ
できるのが『マグバーム』です。
マグネシウムには「筋肉を緩める」強力な作用があります。
お風呂上がりにふくらはぎに塗り込むだけで、成分が深部
まで浸透し、ガチガチの筋肉をフワッと緩めてくれます。 経
皮吸収なので即効性が高く、胃腸への負担もありません。
全身の痛みやこりにも有効で、保湿力も抜群なので、冬の
乾燥対策にも最適です。
「今夜こそ足がつるのを防ぎたい」とい
う方の救世主。 院内でテスターをご用意
していますので、ぜひその「緩む感覚」
を体感してください。


